
イノッチのシェアリングネイチャー ＮＯ152-102             2021.4.13 

〈タケノコの思い出〉   

 従妹から大ぶりのタケノコを 2つい頂いた。子どもの頃は家の裏に竹藪があったので家

で食べる分は十分賄えたが、今は頂き物で旬の味を楽しんでいる。孫にも声をかけ一緒に

皮をむき丸裸にしていく。むいてもむいてもなかなかてっぺんの皮までたどり着けない。

一節ごとに皮があるので、むいた皮はかなりの量になる。この皮を見てふと子どもの頃の

記憶が甦った。昭和 30年代前半、子どもの頃のおやつはサツマイモやジャガイモだった

が、この季節だけはタケノコがおやつ代わりのお供だった。むいた皮に梅干しとシソの葉

を入れ、三角形に折る。しばらくするとしんなりしてくるのでチュウーチュー吸うのだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〈2つ分の皮〉                〈梅とシソを入れる〉 

〈一晩おいたもの〉            〈さらに時間が経ったもの〉 
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     ☜この部分を吸う  

 

 家にいる時も遊びに出かける時もポケットに入れ、思い出してはチューチュー吸う。腹

の足しにはならないが、酸っぱい梅干しと塩分はタケノコの皮で程よく中和され空腹を紛

らわせてくれる。高度経済成長期とは言え子どものおやつ（しかも田舎の貧乏百姓）はこ

んなものだったのだ。「よし、やってみよう！」と 60年ぶりに作ってみる。一晩おいたせ

いか皮は柔らかくなって口当たりがいい。しょっぱい梅の味が口の中に広がりあの頃の映

像がモノクロ写真でゆっくり映し出されていく。貧しかったが豊かな少年時代だった。 


